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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 提 供 し ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 電 流 に 付 し ；
炭 化 水 素 蒸 気 を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 通 す こ と を 含 む 炭 化 水 素 の 酸 化 反 応 生 成 物 の 製
造 を 向 上 さ せ る 方 法 で あ っ て 、
前 記 気 相 部 分 酸 化 触 媒 が 次 の 実 験 式 ：
Ａ ａ Ｍ ｍ Ｎ ｎ Ｘ ｘ Ｏ ｏ



（ 式 中 、
Ａ は 、 Ｍ ｏ お よ び Ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｍ は 、 Ｖ お よ び Ｃ ｅ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｎ は 、 Ｔ ｅ 、 Ｓ ｅ お よ び Ｓ ｂ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｘ は 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｚ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｆ ｅ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｏ 、 Ｒ ｈ 、 Ｎ ｉ 、 Ｐ
ｔ 、 Ｂ ｉ 、 Ｂ 、 Ｉ ｎ 、 Ａ ｓ 、 Ｇ ｅ 、 Ｓ ｎ 、 Ｌ ｉ 、 Ｎ ａ 、 Ｋ 、 Ｒ ｂ 、 Ｃ ｓ 、 Ｆ ｒ 、 Ｂ ｅ 、 Ｍ
ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ 、 Ｈ ｆ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ 、 Ｐ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｈ 、
Ｙ ｂ 、 Ｌ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｄ 、 Ｇ ａ 、 Ｐ ｒ 、 Ｒ ｅ 、 Ｉ ｒ 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 Ｓ ｍ お よ び Ｔ ｂ か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
ａ ＝ １ の 時 、 ｍ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｎ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ で あ
り 、 ｏ は 他 の 元 素 の 酸 化 状 態 に 依 存 す る ） を 有 す る 混 合 金 属 酸 化 物 を

。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 が 、 次 の 実 験 式 ：
Ａ ａ Ｍ ｍ Ｎ ｎ Ｘ ｘ Ｏ ｏ

（ 式 中 、
Ａ は 、 Ｍ ｏ お よ び Ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｍ は 、 Ｖ お よ び Ｃ ｅ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｎ は 、 Ｔ ｅ 、 Ｓ ｅ お よ び Ｓ ｂ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｘ は 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｚ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｆ ｅ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｏ 、 Ｒ ｈ 、 Ｎ ｉ 、 Ｐ
ｔ 、 Ｂ ｉ 、 Ｂ 、 Ｉ ｎ 、 Ａ ｓ 、 Ｇ ｅ 、 Ｓ ｎ 、 Ｌ ｉ 、 Ｎ ａ 、 Ｋ 、 Ｒ ｂ 、 Ｃ ｓ 、 Ｆ ｒ 、 Ｂ ｅ 、 Ｍ
ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ 、 Ｈ ｆ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ 、 Ｐ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｈ 、
Ｙ ｂ 、 Ｌ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｄ 、 Ｇ ａ 、 Ｐ ｒ 、 Ｒ ｅ 、 Ｉ ｒ 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 Ｓ ｍ お よ び Ｔ ｂ か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
ａ ＝ １ の 時 、 ｍ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｎ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ で あ
り 、 ｏ は 他 の 元 素 の 酸 化 状 態 に 依 存 す る ） を 有 す る 前 記 混 合 金 属 酸 化 物 の ナ ノ 粒 子 を 含 む
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 が マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル リ ア ク タ ー の チ ャ ン
ネ ル 壁 上 に コ ー ト さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 提 供 し ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 電 流 に 付 し ；
酸 化 ガ ス を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 通 し ；
そ の 後 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 炭 化 水 素 蒸 気 を 通 す こ と を 含 み 、

炭 化
水 素 の 酸 化 反 応 生 成 物 の 製 造 を 向 上 さ せ る 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
導 電 性 触 媒 組 成 物 が 、 次 の 実 験 式 ：
Ａ ａ Ｍ ｍ Ｎ ｎ Ｘ ｘ Ｏ ｏ

（ 式 中 、
Ａ は 、 Ｍ ｏ お よ び Ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｍ は 、 Ｖ お よ び Ｃ ｅ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｎ は 、 Ｔ ｅ 、 Ｓ ｅ お よ び Ｓ ｂ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｘ は 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｚ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｆ ｅ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｏ 、 Ｒ ｈ 、 Ｎ ｉ 、 Ｐ
ｔ 、 Ｂ ｉ 、 Ｂ 、 Ｉ ｎ 、 Ａ ｓ 、 Ｇ ｅ 、 Ｓ ｎ 、 Ｌ ｉ 、 Ｎ ａ 、 Ｋ 、 Ｒ ｂ 、 Ｃ ｓ 、 Ｆ ｒ 、 Ｂ ｅ 、 Ｍ
ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ 、 Ｈ ｆ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ 、 Ｐ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｈ 、
Ｙ ｂ 、 Ｌ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｄ 、 Ｇ ａ 、 Ｐ ｒ 、 Ｒ ｅ 、 Ｉ ｒ 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 Ｓ ｍ お よ び Ｔ ｂ か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
ａ ＝ １ の 時 、 ｍ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｎ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ で あ
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含 み 、 さ ら に 、
　 触 媒 の 使 用 前 お よ び ／ ま た は 使 用 中 に 、 前 記 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、 前 記 方 法

こ こ で 、 触 媒 の 使 用 前 お よ び ／ ま た は 使 用 中 に 、 前 記 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、



り 、 ｏ は 他 の 元 素 の 酸 化 状 態 に 依 存 す る ） を 有 す る 混 合 金 属 酸 化 物 を 含 む の
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】
気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 提 供 し ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 第 一 の 電 流 に 付 し （ 前 記 の
第 一 電 流 は 炭 化 水 素 の 第 一 部 分 酸 化 反 応 生 成 物 の 製 造 に 有 利 で あ る ） ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 前 記 炭 化 水 素 を 通 し ；
前 記 炭 化 水 素 の 前 記 第 一 部 分 酸 化 生 成 物 を 回 収 し ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 第 二 の 電 流 に 付 し （ 前 記 の
第 二 電 流 は 前 記 炭 化 水 素 の 第 二 の 酸 化 反 応 生 成 物 の 製 造 に 有 利 で あ る ） ；
前 記 炭 化 水 素 の 前 記 第 二 酸 化 反 応 生 成 物 を 回 収 す る こ と を 含 み 、

炭 化
水 素 の 気 相 接 触 部 分 酸 化 の 酸 化 反 応 生 成 物 を 変 化 さ せ る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
導 電 性 触 媒 組 成 物 が 、 次 の 実 験 式 ：
Ａ ａ Ｍ ｍ Ｎ ｎ Ｘ ｘ Ｏ ｏ

（ 式 中 、
Ａ は 、 Ｍ ｏ お よ び Ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｍ は 、 Ｖ お よ び Ｃ ｅ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｎ は 、 Ｔ ｅ 、 Ｓ ｅ お よ び Ｓ ｂ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｘ は 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｚ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｆ ｅ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｏ 、 Ｒ ｈ 、 Ｎ ｉ 、 Ｐ
ｔ 、 Ｂ ｉ 、 Ｂ 、 Ｉ ｎ 、 Ａ ｓ 、 Ｇ ｅ 、 Ｓ ｎ 、 Ｌ ｉ 、 Ｎ ａ 、 Ｋ 、 Ｒ ｂ 、 Ｃ ｓ 、 Ｆ ｒ 、 Ｂ ｅ 、 Ｍ
ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ 、 Ｈ ｆ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ 、 Ｐ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｈ 、
Ｙ ｂ 、 Ｌ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｄ 、 Ｇ ａ 、 Ｐ ｒ 、 Ｒ ｅ 、 Ｉ ｒ 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 Ｓ ｍ お よ び Ｔ ｂ か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
ａ ＝ １ の 時 、 ｍ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｎ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ で あ
り 、 ｏ は 他 の 元 素 の 酸 化 状 態 に 依 存 す る ） を 有 す る 混 合 金 属 酸 化 物 を 含 む の
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 提 供 し ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 第 一 の 電 流 に 付 し （ 前 記 第
一 の 電 流 は 第 一 炭 化 水 素 の 部 分 酸 化 反 応 生 成 物 の 製 造 に 有 利 で あ る ） ；
前 記 第 一 炭 化 水 素 を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 通 し ；
前 記 第 一 炭 化 水 素 の 前 記 部 分 酸 化 反 応 生 成 物 を 回 収 し ；
前 記 第 一 炭 化 水 素 を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 通 す の を や め ；
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 を 、 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 中 を 通 過 す る 第 二 の 電 流 に 付 し （ 前 記 第
二 の 電 流 は 第 二 炭 化 水 素 の 部 分 酸 化 反 応 生 成 物 の 製 造 に 有 利 で あ る ） ；
前 記 第 二 炭 化 水 素 を 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 上 に 通 し ；
前 記 第 二 炭 化 水 素 の 前 記 部 分 酸 化 反 応 生 成 物 を 回 収 す る こ と を 含 み 、

気 相
接 触 酸 化 の 酸 化 反 応 生 成 物 を 変 化 さ せ る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 が 、 次 の 実 験 式 ：
Ａ ａ Ｍ ｍ Ｎ ｎ Ｘ ｘ Ｏ ｏ

（ 式 中 、
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請 求 項 ４ 記 載

気 相 部 分 酸 化 触 媒 を 含 む 前 記 導 電 性 触 媒 組 成 物 が マ イ ク ロ チ ャ ン ネ ル リ ア ク タ ー の チ ャ ン
ネ ル 壁 上 に コ ー ト さ れ て い る 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の 方 法 。

触 媒 の 使 用 前 に 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。

反 応

部 分
こ こ で 、 触 媒 の 使 用 前 お よ び ／ ま た は 使 用 中 に 、 前 記 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、

請 求 項 ８ 記 載

こ こ で 、 触 媒 の 使 用 前 お よ び ／ ま た は 使 用 中 に 、 前 記 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、



Ａ は 、 Ｍ ｏ お よ び Ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｍ は 、 Ｖ お よ び Ｃ ｅ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｎ は 、 Ｔ ｅ 、 Ｓ ｅ お よ び Ｓ ｂ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
Ｘ は 、 Ｎ ｂ 、 Ｔ ａ 、 Ｔ ｉ 、 Ａ ｌ 、 Ｚ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｍ ｎ 、 Ｆ ｅ 、 Ｒ ｕ 、 Ｃ ｏ 、 Ｒ ｈ 、 Ｎ ｉ 、 Ｐ
ｔ 、 Ｂ ｉ 、 Ｂ 、 Ｉ ｎ 、 Ａ ｓ 、 Ｇ ｅ 、 Ｓ ｎ 、 Ｌ ｉ 、 Ｎ ａ 、 Ｋ 、 Ｒ ｂ 、 Ｃ ｓ 、 Ｆ ｒ 、 Ｂ ｅ 、 Ｍ
ｇ 、 Ｃ ａ 、 Ｓ ｒ 、 Ｂ ａ 、 Ｈ ｆ 、 Ｐ ｂ 、 Ｐ 、 Ｐ ｍ 、 Ｅ ｕ 、 Ｇ ｄ 、 Ｄ ｙ 、 Ｈ ｏ 、 Ｅ ｒ 、 Ｔ ｈ 、
Ｙ ｂ 、 Ｌ ｕ 、 Ａ ｕ 、 Ａ ｇ 、 Ｐ ｄ 、 Ｇ ａ 、 Ｐ ｒ 、 Ｒ ｅ 、 Ｉ ｒ 、 Ｎ ｄ 、 Ｙ 、 Ｓ ｍ お よ び Ｔ ｂ か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ て い る 少 な く と も 一 つ の 元 素 で あ り 、
ａ ＝ １ の 時 、 ｍ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｎ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 、 ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ で あ
り 、 ｏ は 他 の 元 素 の 酸 化 状 態 に 依 存 す る ） の 混 合 金 属 酸 化 物 を 含 む の 方 法
。
【 請 求 項 １ ２ 】

。

(4) JP 2003-226657 A5 2005.1.6

請 求 項 １ ０ 記 載

触 媒 の 使 用 前 に 電 流 が 前 記 触 媒 中 を 通 過 す る 、 請 求 項 ８ ～ １ １ の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法
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